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【｢安全伝承館｣入口】

災害を風化させないために！

｢伝承とは伝え聞くこと｣
災害の教訓から安全について
改めて｢気づき｣｢学び｣｢考える｣
そして｢やる気｣を喚起する。



【災害年表（死亡者の推移）】

昭和１９年の会社創設から平成２３年までの６８年間に２８３名の死亡災害が発生

死亡者



【高圧感電死亡災害の多発から採用
された現在の工法（高圧間接活線
工法）と従来の工法（高圧直接活線
工法）との比較】

パネル左（現行工法）
高圧活線作業用工具（ホットスティック）を
を使用した高圧間接活線工法（昭和６３年
６月１日全社一斉導入）による作業風景

パネル右及びマネキン（従来工法）
高圧活線作業用保護具を着用しての高
圧直接活線工法（昭和６３年５月末廃止）
による作業風景



【死亡災害事例をパネル展示】



【｢電柱倒壊死亡災害現場｣のパネル展示】



【被災当事の上司、同僚など関係者の声（ＶＴＲ）を見える化
 

】

死亡災害発生時、被災者と一緒に働いていた同僚たちに、当時を思い出し

 てもらいインタビュー。
先人・先輩たちが経験したことは思い起こしたくないが語り継がなければと

 いう思いで、災害当時の心境や周囲に与える影響、現在の自分をビデオで語

 りかける。またそれらをパネルにし災害の悲惨さを考えさせる（見える化）。



【災害ドキュメントの
ＶＴＲ映像

 
】

当社で発生した死亡

 災害をもとに作成した

 災害ドキュメントを上

 映し、｢ヒューマンエ

 ラーの連鎖で災害が発

 生するメカニズム｣を

 考えさせ、学ばせると

 ともに、死亡災害の悲

 惨さを実感させる。



図2.安全伝承館アンケート結果(自由意見）
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【アンケート結果】

平成２４年４月１日の開講から
半年間で約１３００名が研修を

 終え、｢安全確保の重要性に

 あらためて気づき、これからの

 安全活動に積極的に取り組

 む｣内容の感想が数多く寄せ

 られるなど満足のいく結果が

 得られている。
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